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平
成
27
年
９
月
24
日
に
、田
辺

南
部
白
浜
海
岸
県
立
自
然
公
園

（
み
な
べ
町
千
里
か
ら
白
浜
町
藤

島
ま
で
の
海
岸
線
と
田
辺
市
内

の
内
陸
部
か
ら
な
る
公
園
）が
、

環
境
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る

中
央
環
境
審
議
会
で
、日
本
を

代
表
す
る
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、「
吉
野
熊

野
国
立
公
園
」に
格
上
げ
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、国
立
公
園
へ
の
格
上
げ

に
合
わ
せ
て
、世
界
最
北
の
サ
ン

ゴ
群
集
な
ど
が
み
ら
れ
る
場
所

は
、豊
か
な
海
を
支
え
る
重
要
な

海
域
で
あ
る
と
し
て「
海
域
公
園

地
区
」に
も
新
た
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
み
な
べ
町
で
は
、ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

の
産
卵
地
で
あ
る
千
里
の
浜
、世

界
的
に
珍
し
い
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

の
オ
オ
カ
ワ
リ
ギ
ン
チ
ャ
ク
が
棲

息
す
る
沿
岸
の
シ
ョ
ウ
ガ
セ
な

ど
、こ
れ
ま
で
地
域
で
守
り
育
て

て
き
た
素
晴
ら
し
い
自
然
が
指

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
11
月
８
日（
日
）に
は
、田
辺
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で
、指
定
記
念
式

典
や
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
環
境
省
で
も
主

に
吉
野
熊
野
国
立
公
園
の
和
歌

山
県
地
域
で
行
わ
れ
る
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る
自
然
観
察
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
」と
し
て
位
置
づ

け
、Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
場
や
ダ
イ
ビ
ン
グ

な
ど
自
然
体
験
活
動
への
自
然
の

活
用
を
通
し
て
、み
な
べ
町
の
誇

れ
る
自
然
に
ま
す
ま
す
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
き
、地
域
に
ね
ざ

し
た
国
立
公
園
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

○
今
回
の
指
定
に
よ
る
規
制
の

変
更
に
つ
い
て

　
国
立
公
園
への
格
上
げ
お
よ
び

海
域
公
園
地
区
の
指
定
に
よ
り
、

み
な
さ
ん
の
日
常
生
活
や
生
業

に
つ
い
て
、基
本
的
に
は
今
ま
で

と
比
べ
規
制
の
範
囲
や
内
容
が
強

化
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、新
た
に
指
定
さ
れ
た

海
域
公
園
地
区
お
い
て
、埋
め
立

て
や
漁
業
行
為
で
は
な
い
工
作
物

の
新
築
行
為
な
ど
を
行
う
場
合

は
、環
境
省
へ
の
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。ま
た
、シ
ョ
ウ
ガ
セ
海

域
公
園
地
区
の
オ
オ
カ
ワ
リ
ギ
ン

チ
ャ
ク
、タ
コ
ア
シ
サ
ン
ゴ
は
、捕
獲

や
採
取
等
を
規
制
す
る
動
植
物

の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、許
可

な
く
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、環
境
省
近
畿

地
方
環
境
事
務
所 

田
辺
自
然

保
護
官
事
務
所（
田
辺
市
中
屋

敷
町
24 

49 
田
辺
市
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
３
階
・℡
23 
３
９
５
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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千里の浜

タコアシサンゴ　

み
な
べ
町
が
誇
る
自
然
が

「
吉
野
熊
野
国
立
公
園
」に
格
上
げ
さ
れ
ま
し
た

　
地
域
の
宝
か
ら
日
本
の
宝
へ

”

”

町
地
域
活
性
化
事
業
補
助
金
を
活
用
し

西
岩
代
区
文
化
事
業
を
実
施

《
西
岩
代
八
幡
神
社
回
舞
台
こ
け
ら
落
し
》

地
震
発
生
！
「
命
を
守
る
た
め
、
ま
ず
避
難
」

地
震
発
生
！
「
命
を
守
る
た
め
、
ま
ず
避
難
」

沿
岸
部
で
は
約
15
分
で
、
津
波
が
到
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

　
開
催
日
時
　
平
成
27
年
10
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
13
時
〜
（
荒
天
中
止
）

　
場
　
　
所
　
西
岩
代
八
幡
神
社

　
西
岩
代
区
は
、平
成
27
年
度
県

補
助
金
と
町
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成

金
を
活
用
し
、県
指
定
文
化
財
の

西
岩
代
八
幡
神
社
回
舞
台
の
改

修
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
回
舞
台
改
修
事
業
の
完
成
に

あ
た
り
、同
区
で
は
、み
な
べ
町
地

域
活
性
化
事
業
補
助
金
を
活
用

し
、西
岩
代
八
幡
神
社
回
舞
台
の

こ
け
ら
落
し
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
催
し
は
、地
域
住
民
を
は

じ
め
多
く
の
み
な
さ
ん
に
文
化
財

の
重
要
性
と
、人
間
生
活
と
文
化

の
係
わ
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、文
化
を
通

し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
密

に
し
、豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
、

ま
た
文
化
の
香
り
高
い
地
域
づ

く
り
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
、

町
外
か
ら
の
人
の
流
れ
を
つ
く

り
、町
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

※

み
な
べ
町
地
域
活
性
化
事
業
補
助
金
と
は
、地
域
の
活
性
化
及

び
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
資
す
る
事
業
を
促
進
す
る
た
め
に
、当
該

事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
そ
の
事
業
に
か
か
る
経
費
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、総
務
課（
℡
72‐

２
０
５
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
９
月
６
日（
日
）、南
部
地
区
、

岩
代
地
区
の
14
自
主
防
災
会
と

町
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
が

実
施
主
体
と
な
り
津
波
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
、２
０
１
８
人（
参

加
率
28
％
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　
雨
の
中
で
の
避
難
訓
練
と
な

り
ま
し
た
が
、前
回（
平
成
25
年

実
施
）の
訓
練
よ
り
参
加
率
が
上

昇
し
て
お
り
、自
主
防
災
会
の
取

り
組
み
や
み
な
さ
ん
の
防
災
意

識
の
向
上
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、朝
８
時
に
紀
伊
半
島

沖
を
震
源
と
す
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
が
発
生
。町
内
で
最

大
震
度
７
を
観
測
、大
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
た
と
想
定
し
て
、

津
波
か
ら
の
緊
急
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。各
地
区
で
は
、

浸
水
想
定
時
間
ま
で
に
高
台
を

め
ざ
し
て
避
難
を
行
な
い
、各
避

難
場
所
で
、自
主
防
災
会
が
主

体
と
な
り
参
加
者
名
簿
を
作
成

し
、避
難
者
数
を
確
認
し
ま
し

た
。避
難
後
は
、地
区
ご
と
に
独

自
に
消
火
訓
練
や
応
急
処
置
講

習
な
ど
も
行
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、津
波
避
難
困
難
地
域

に
指
定
さ
れ
た
埴
田
・
片
町
・
新

庄
・
山
内
地
区
の
津
波
浸
水
想

定
区
域
内
の
訓
練
参
加
者
は
、避

難
困
難
地
域
の
解
消
や
避
難
路

の
安
全
な
ど
、今
後
の
防
災
対
策

に
役
立
て
る
た
め
、避
難
経
路
と

避
難
に
要
し
た
時
間
を
詳
細
に

調
査
し
ま
し
た
。

　
み
な
べ
町
の
沿
岸
部
で
は
、約

15
分
で
津
波
が
到
達
す
る
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、所
に

よ
っ
て
は
、地
震
発
生
後
す
ぐ
に

津
波
の
到
達
が
見
込
ま
れ
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、す
ば
や
い
避
難
が

必
要
で
す
。

　「
自
分
の
生
命
は
自
分
で
守

る
」と
い
う
意
識
で
、地
震
発
生

後
は
、よ
り
高
台
へ
の
避
難
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
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「元気！ふれあい長寿のつどい」を開催
今年も多くのみなさんにお越しいただきました

NEWS

　９月３日、４日の両日、紀州みなべロイヤルホテルで「元気！ふれあい長寿のつどい」を
開催し、多くのみなさんにご参加いただきました。
　町内の75歳以上の方は２２７９名で、そのうち今年ご参加いただいた方は６９９名で
した。
　参加者の中で最高齢の方は、女性は98歳の山西操さん（西本庄）で、男性は96歳
の岡本實夫さん（東吉田）でした。
　近所の方や友達とお酒を酌み交わしたり、久しぶりの出会いに喜んだりと、会場内は
笑顔と会話であふれていました。舞台では地元舞踊愛好会のみなさんの華麗な踊り
や歌謡ショー、杉良太郎そっくりショー、漫才など多彩な催しが披露され、会場から大き
な拍手が送られました。
　町内の最高齢者は、女性は１０3歳の松下フサさん（芝）、男性は99歳の梅本儀一さ
ん（晩稲）です。

僕らにできることをして、恩返ししたいです
南高硬式野球部の生徒が、小目津公園前の浜を清掃

　９月14日、南部高校硬式野球部の部員やマネージャーが、授業終了後、町職員と一緒に小目津公園前の浜の清掃を行
ないました。浜には、台風などの影響で流れ着いた木や空き缶などのゴミが散乱しており、熊手などを使って集めたごみの
山がいくつもできました。キャプテンの青木くんは、「僕たちは千里球場を使わせてもらったりと色 と々お世話になっているの
で、今回の浜掃除など僕らにできることをさせてもらうことと、夏の大会で活躍することで、少しでもみなさんに恩返しした
い。」と話してくれました。
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南高梅誕生50周年
甲子園球場から、全国へ！ 「みなべの梅」をＰＲ

　町は９月１日（火）、阪神甲子園球場（兵庫県）で、『南高梅誕生50周年記念　紀州みなべ南高梅ナイター』と銘打っ
たイベントを行いました。球場の出入り口８ヶ所で、はちみつ梅干し（３粒入りパック）と梅の効能を紹介したパンフレットを
入れた袋５０００セットを来場者に配布し、誕生50周年を迎える南高梅とみなべ町をＰＲしました。
　この取り組みも今年で10回目を向え、甲子園の恒例行事として定着し、全国のみなさんに「スポーツ＝梅干し」という町
の取り組みや梅の効能をＰＲする絶好の機会となっています。
　試合開始前のセレモニーでは、うめ娘の田中亜季さん（晩稲）が阪神の江越大賀選手に、同じく池添早紀子さん（西
本庄）が広島の磯村嘉孝選手に、それぞれ梅干しのたるを贈呈しました。当日は雨の影響で、試合が１回表で中止となり
ましたが、球場には多くの来場者が見えられており、試合中に球場バックスクリーンのオーロラビジョンに「南高梅誕生50
周年　紀州みなべ南高梅ナイター　日本一の梅の里　和歌山県みなべ町」の文字と梅干しの写真が大きく映し出さ
れ、全国にむけてみなべ町をＰＲしました。（この球場でのイベントは、阪神球団関係者と親交がある井口富雄さん・井口
修一さんの紹介で実現しています。）

　

来
場
者
に
み
な
べ
町
と
み
な
べ
の
梅
を
Ｐ
Ｒ

オーロラビジョンで
南高梅を紹介



　最少のエネルギーで循環す
る自然。私たちが目指す持続可
能な社会のヒントは自然にすべ
てつまっている、という考えからあ
み出されたさまざまな技術と、そ
のヒントになった自然がわかりや
すく対比された一冊で、科学系
が苦手な人にもおすすめです。
●コロンビア（ナショナル・ジオグ
ラフィック）●マリー・アントワネット
物語　上中下（藤本ひとみ）
●介護福祉士の一日●ずかん
いろいろな星（沼澤茂美）●お
いしいつぶつぶ穀物の知恵（盛
口満）●人とミルクの１万年（平
田昌弘）●ワンダー（パラシオ）
●明けない夜はないから（宮城
県の子どもたち＋荒井良二）
●アンジェロ（マコーレイ）

ゆめよみ館・子ども向け

　ユニセフ親善大使となって３０
年。内戦や飢饉、自然災害など
困難な状況の中を生きる子ども
たちの姿を綴りました。今、発展
途上国では年間６２０万人の子
どもたちが亡くなっています。まず
知ること、関心を持つことがはじ
まりだと強く訴えます。
●龍馬奔る　土佐の男（山本
一力）●晴れたらいいね（藤岡
陽子）●本質を見通す１００の
講義（森博嗣）●アデスタを吹く
冷たい風（トマス・フラナガン）
●鈴木さんちの遺族年金物語
（宇代謙治ほか）●自律神経を
整える自律訓練法（佐々木雄
二）●君がここにいるということ
（緒方高司）●三省堂　名歌
名句辞典（佐々木幸綱・復本一
郎編）

ゆめよみ館・大人向け

　1962年にアメリカで出版され、
日本では1964年に出版されて以
来の名作が50年ぶりに改訂され
ました。地球に人類が誕生し現
代にいたるまで続く命の物語を、
一つの壮大な劇として描いた美
しい絵本です。改訂版では、最
新の情報に合わせて、文章を大
幅に書き換えています。
●いわたくんちのおばあちゃん
（はまのゆか）●ピーターサンドさ
んのねこ（ルイス・ストロボキン）
●小学生のまんが慣用句辞典
（金田一秀穂）

上南部分館・こども向け

上南部分館・大人向け

上南部分館　おはなしの会
10月14日（水）午後３時から

　ゆったりと過ごすお茶の時間は、心も体も癒してくれます。
おいしいお茶の入れ方、お菓子の歴史や作り方などの本を
紹介します。あなたの大切なひとときにお役立て下さい。

「お茶の時間」1階

　なにもかも、おいしく実ってくる秋です。おいしいものをたくさ
ん食べて、勉強もスポーツも遊びも、思いっきり楽しみましょう！

「いただきま～す！」2階

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
た
ち

１
９
９
７
　
２
０
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
柳
徹
子（
講
談
社
）

す
ご
い
自
然
図
鑑

　
　
　 

石
田
秀
輝 

監
修（
P 
H 

P
研
究
所
）

せ
い
め
い
の
れ
き
し

　
　 

バ
ー
ジ
ニ
ア・リ
ー・バ
ー
ト
ン
　
文・絵（
岩
波
書
店
）

３日（土）わくわくタイム（10：30～）

　　　　おはなし会（14：00～）

５日（月）休館

８日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）

　　　　（10：30～）

10日（土）おはなし会（14：00～）

13日（火）休館

17日（土）おはなし会（14：00～）

19日（月）休館

22日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）

　　　　（10：30～）

24日（土）ビデオ上映会（10：30～）

　　　　おはなし会（14：00～）

26日（月）休館

30日（金）休館（館内整理日）

31日（土）おはなし会スペシャル

　　　　（14：00～）

11月2日（月）休館

ゆめよみ館・10月のカレンダー

●あの家にくらす四人の女（三浦
しをん）●がんに負けるな（林家
木久扇　吉野槇一）●水木しげ
る　鬼太郎、戦争、そして人生
（水木しげる 梅原猛　呉智英）

おはなしをきく会

　１０月３１日（土）　午後２時から　ゆめよみ館２階　会議室
　松下恭子さん（埴田）に、今年度の箕面紙芝居コンクールの一般Ｂ部
門で最優秀賞を受賞された紙芝居を実演していただきます。

おはなし会スペシャル

10月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信

　今年もたくさんの方が聞きに来てく
れました。くすっと笑えるお話や、ドキド
キハラハラのお話もあり、みんなでお
話の世界にたっぷりとひたりました。

つくってあそぼう！“ふちんし（浮沈子）”

　約４０人の子どもたちが、ペットボト
ルを使ったおもちゃ“ふちんし”作りを
楽しみました。
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の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　
本
年
度
も
次
の
地
区
で
、地

籍
調
査
事
業
の
境
界
立
会
及
び

測
量
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
土
地
所
有
者
ま
た
は
関
係
者

の
皆
様
に
は
、事
業
内
容
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、現
地
立
会
い
等
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、10
月
初
旬
よ
り
順
次
、

現
地
立
会
い
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
（※

日
程
等
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、各
土
地
所
有

者
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
委
託

業
者
よ
り
直
接
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
）。

〔
実
施
地
区
〕

●
西
岩
代
の一
部
（
字
・
外
馬
目

谷
・
内
馬
目
谷
）

●
筋
の一部
（
字 

榜
示
・
町
ケ
坪
・

岩
神
・
下
横
枕
・
上
横
枕
・
上
井

ノ
上
・
中
井
ノ
上
・
下
井
ノ
上
・

下
外
川
原
・
上
外
川
原
・
王
子

前
・
西
王
子
前
・
王
子
ノ
本
・
北

　
土
地
は
国
民
の
た
め
の
限
ら

れ
た
資
源
で
あ
り
、日
常
生
活
や

経
済
活
動
な
ど
国
民
の
諸
活
動

に
不
可
欠
な
基
盤
で
す
。豊
か
で

安
心
で
き
る
住
み
よ
い
社
会
を

築
い
て
い
く
た
め
に
、こ
の
機
会
に

「
土
地
の
有
効
利
用
」に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

『
地
籍
調
査
事
業
』に
ご
協
力
く
だ
さ
い

小
谷
・
崎
城
山
・
大
神
宮
前
）

●
清
川
（
軽
井
川
）の
一
部
（
字 

乙
ケ
瀬
谷
・
下
平
見
・
上
平
見
・

下
乙
ケ
瀬
・
上
乙
ケ
瀬
・
湯
ノ
川

口
・
橋
度
・
中
用
・
橋
本
前
）

＊
狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
へ

　
調
査
及
び
測
量
の
期
間
中

（
平
成
27
年
10
月
〜
平
成
28
年

３
月
）は
、山
間
部
で
の
作
業
も

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　「
地
籍
」と
は
、い
わ
ば
「
土
地

に
関
す
る
戸
籍
」の
こ
と
で
、様
々

な
行
政
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。土
地
に
関
す
る
記
録
は
登

記
所
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

土
地
の
位
置
や
形
状
等
を
示
す

情
報
と
し
て
登
記
所
に
備
え
付

け
ら
れ
て
い
る
地
図
や
図
面
は
、

そ
の
半
分
ほ
ど
が
明
治
時
代
の

地
租
改
正
時
に
作
ら
れ
た
地
図

（
公
図
）な
ど
を
元
に
し
た
も
の

で
、境
界
や
形
状
・
面
積
な
ど
が

現
実
と
は
異
な
っ
て
い
る
場
合
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　
地
籍
調
査
は
、主
に
町
が
主

体
と
な
っ
て
、一
筆
ご
と
の
土
地
所

有
者
、地
番
、地
目
を
調
査
し
、

境
界
の
位
置
と
面
積
を
測
量
す

る
調
査
で
す
。

●
土
地
取
引
が
円
滑
に
で
き
る

　
正
確
な
土
地
の
状
況
が
登
記

簿
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、安
心
し

て
土
地
取
引
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

●
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

　
土
地
の
境
界
が
不
明
確
だ
と

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
が
ち

で
す
が
、地
籍
調
査
を
す
る
こ
と

10
月
１
日
は「
土
地
の
日
」

　
　
　
　
10
月
は「
土
地
月
間
」で
す

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
課
税
の
適
正
化

　
固
定
資
産
税
の
課
税
基
礎
と

な
る
土
地
の
面
積
が
正
確
に
測

量
さ
れ
る
た
め
、課
税
の
適
正

化
に
役
立
ち
ま
す
。

●
境
界
確
定
の
費
用
が
か
か

ら
な
い

　
個
人
で
境
界
を
確
定
す
る
た

め
に
は
、測
量
や
法
務
局
へ
の
申

請
な
ど
の
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、地
籍
調
査
で
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

な
ぜ
地
籍
調
査
は
必
要
な
の
？

地
籍
調
査
実
施
後
は
、

土
地
所
有
者
に
と
っ
て

こ
ん
な
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。
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平
成
28
年
４
月
か
ら
、保
育

所・幼
稚
園
等
の
入
所
を
希
望
さ

れ
る
方
の
入
所
申
し
込
み
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。所
定
の
用

紙
に
よ
り
役
場
住
民
福
祉
課・教

育
学
習
課
ま
た
は
保
育
所・子
ど

も
園
・
幼
稚
園
の
い
ず
れ
か
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
来
年
４
月
か
ら
上
南
部
保
育

所
が
新
し
く「
認
定
こ
ど
も
園
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。そ
の

こ
と
に
よ
り
、保
育
・
幼
児
教
育

を
ご
希
望
の
方
も
入
所
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

 【
対
象
児
】

　
小
学
校
入
学
前
ま
で
、

【
保
護
者
等
が
保
育
を
必
要
と

す
る
理
由
】

●
就
労
　
●
妊
娠
、出
産
　

●
疾
病
、障
害
　
●
親
族
の
介

護
、看
護
　
●
災
害
復
旧
　

●
求
職
活
動
中
　
●
就
学
等

【
募
集
す
る
保
育
所（
園
）】

●
南
部
保
育
所（
東
吉
田
）

　
℡
72
│
４
５
２
０

●
高
城
保
育
所（
広
野
）

　
℡
75
│
２
０
４
４

●
清
川
保
育
所（
清
川
）

　
℡
76
│
２
２
５
１

●
ひ
か
り
保
育
所（
東
岩
代
）

　
℡
72
│
３
０
１
９

●
愛
之
園
保
育
園（
埴
田
）

　
℡
72
│
２
３
７
１

　●
上
南
部
こ
ど
も
園（
西
本
庄
）

　
℡
74
│
３
０
２
２

【
対
象
児
】

　
小
学
校
入
学
前
ま
で
、

○
保
育
認
定
利
用
者
＝
保
護
者

等
が
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由

に
該
当
す
る
方

○
教
育
認
定
利
用
者
＝
保
育
認

定
利
用
者
以
外
の
方

　
年
長
児（
平
成
22
年
４
月
２

日
〜
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
年
中
児（
平
成
23
年
４
月
２

日
〜
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
年
少
児（
平
成
24
年
４
月
２

日
〜
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※

募
集
人
員
は
、各
学
年
５
名

程
度

申
込
受
付
期
間

●
10
月
13
日（
火
）〜
30
日（
金
）

提
出
書
類

●
施
設
型
給
付
費
等
支
給
認
定

申
請
書
兼
利
用
申
込
書

●
就
労
証
明
書
等（
保
育
所・こ

ど
も
園
保
育
認
定
利
用
者
の

み
）

※

申
込
書
や
申
込
み
の
手
引
き

は
各
保
育
所
ま
た
は
住
民
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
申

込
み
の
手
引
き
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。申込

先

　
各
保
育
所・こ
ど
も
園
又
は
住

民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課（
芝
）

　
℡
72
│
２
１
６
１

【
募
集
人
員
】

●
年
長
児（
平
成
22
年
４
月
２

日
〜
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

46
人（
在
園
児
除
く
）

●
年
中
児（
平
成
23
年
４
月
２

日
〜
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

22
人（
在
園
児
除
く
）

●
年
少
児（
平
成
24
年
４
月
２
日

〜
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）20
人

【
申
込
受
付
期
間
】

　
10
月
13
日（
火
）〜
30
日（
金
）

【
提
出
書
類
】

　
施
設
型
給
付
費
等
支
給
認
定

申
請
書
兼
利
用
申
込
書

【
申
込
先
】

●
南
部
幼
稚
園（
片
町
）

　
℡
72
│
２
３
５
８

●
教
育
学
習
課（
谷
口
）

　
℡
74
│
２
１
９
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
学
習
課（
谷
口
）

　【
定
　
員
】

●
年
長
組（
５
歳
児
）20
人
程
度

●
年
中
組（
４
歳
児
）20
人
程
度

●
年
少
組（
３
歳
児
）15
人
程
度

（
来
年
度
途
中
で
３
歳
に
な
る
お

子
さ
ん
も
、随
時
入
園
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
）

【
申
込
受
付
期
間
】

　
来
年
１
月
末
ま
で

【
申
込
先
】

　
学
校
法
人 

白
梅
幼
稚
園（
晩

稲
）

　
℡
74
│
３
２
３
１

　
　
74
│
８
０
１
６

【
参
　
考
】

　
入
園
料
は
不
要
で
す
。私
立
就

園
奨
励
費
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
休
園
日
　

　
日
曜
日
、祝
日
、第
２・第
４
土

曜
日

　〔
長
期
〕春・夏・冬
休
み

●
保
育
時
間
な
ど

◇
朝
８
時
ご
ろ
開
門
〜
降
園
は

午
後
３
時（
土
曜
日
は
午
前
11
時
）

◇
降
園
後
の
預
か
り
保
育
有

（
午
後
４
時
ま
で
）

◇
給
食
有（
副
食
の
み
）

◇
土
曜
登
園
日
は
、園
舎・園
庭

を
開
放
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
保
育
所（
園
）・幼
稚
園
の

入
所（
園
）希
望
の
方
へ

FAX

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）

保
育
所（
園
）

認
定
こ
ど
も
園

南
部
幼
稚
園

学
校
法
人 

白
梅
幼
稚
園

入
所・入
園
申
込
み
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か
ら
お
知
ら
せ

か
ら
お
知
ら
せ

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、事
業
者
（
給
与
支
払
者
）が
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

毎
月
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）

に
支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税

（
市
町
村
民
税
＋
県
民
税
）を
徴

収
（
天
引
き
）し
、住
民
税
の
納

税
義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者

（
従
業
員
）に
代
わ
って
納
入
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
。

■
地
方
税
法
や
町
税
条
例
の
規

定
に
よ
り
、事
業
者
は
、原
則
と

し
て
す
べ
て
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
、住
民
税
の
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
事
務

　
毎
年
５
月
に
、特
別
徴
収
義

務
者
あ
て
に
「
特
別
徴
収
税
額

決
定
通
知
書
」を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、そ
の
税
額
を
毎
月
給
料

か
ら
徴
収
し
、翌
月
の
10
日
ま
で

に
合
計
額
を
、各
従
業
員
の
住

所
地
の
市
町
村
へ
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※

納
期
の
特
例
に
つ
い
て

　
従
業
員
が
常
時
10
名
未
満
の

事
業
所
は
、申
請
に
よ
り
年
12

回
の
納
期
を
年
２
回
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
税
は
、皆
さ
ん
の
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、税
務
課
住
民

税
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の

　
　
特
別
徴
収
を
お
願
い
し
ま
す

　
平
成
28
年
度
、町
立
小
学
校
へ

の
新
入
学
予
定
児
童
の
就
学
時

健
康
診
断（
内
科・歯
科・知
能
検

査
な
ど
）を
、次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

対
象
児
童

　
平
成
21
年
４
月
２
日
〜
22
年

４
月
１
日
生
ま
れ

各
校
の
実
施
日
時

●
岩
代
小
学
校

　
10
月
９
日（
金
）

　
受
付
　
午
後
１
時
20
分
〜

●
清
川
小
学
校

　
10
月
14
日（
水
）

　
受
付
　
午
後
１
時
15
分
〜

●
上
南
部
小
学
校

　
10
月
20
日（
火
）

　
受
付
　
午
後
１
時
〜

●
南
部
小
学
校

　
10
月
27
日（
火
）

　
受
付
　
午
後
12
時
45
分
〜

●
高
城
小
学
校

　
10
月
28
日（
水
）

　
受
付
　
午
後
１
時
〜

＊
新
入
学
予
定
児
童
の
家
庭
へ

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課

（
℡
74
│
２
１
９
１
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、給

与
等
を
支
払
っ
た
事
業
所
等
は
、

平
成
28
年
２
月
１
日
ま
で
に
給

与
支
払
報
告
書
を
各
市
町
村
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
給
与
支
払
報
告
の
対
象
者

は
、平
成
27
年
中
に
給
与
、賃
金

等
を
支
払
っ
た
方
全
員
（
専
従

者
給
与
、パ
ー
ト
代
、ア
ル
バ
イ
ト

代
も
含
ま
れ
ま
す
）と
な
り
ま

す
の
で
、在
職
し
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、年
の
途
中
で
退

職
し
た
方
、１
回
で
も
給
与
を
支

払
っ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、地
方
税
法
の
規
定
に
お

い
て
、給
与
支
払
報
告
書
を
提
出

し
な
か
っ
た
事
業
者
ま
た
は
虚

偽
の
記
載
を
し
た
事
業
者
に
対

す
る
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。適
正
か
つ
公
平
な
課
税

の
実
現
の
た
め
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

来
年
度
小
学
校
入
学
児
童
の
就
学
時
健
診
を
実
施

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

　
行
政
相
談
は
、公
正・中
立
の

立
場
か
ら
、行
政
の
仕
事
や
手
続

き
、サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、「
困
っ
て
い

る
」「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の

意
見
や
相
談
を
お
受
け
す
る
も

の
で
す
。

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
委
員
が
、み
な
さ
ん
か

ら
相
談
を
お
受
け
し
、そ
の
解
決

の
た
め
の
助
言
や
関
係
行
政
機

関
と
の
連
絡
な
ど
、み
な
さ
ん
と

行
政
と
の
橋
渡
し
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。　

　
町
は
毎
月
、人
権
相
談
、登
記

相
談（
随
時
）と
合
同
で
、行
政

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　
毎
月
の
相
談
日
は
、広
報「
暮

ら
し
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。町
内
放
送
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

10
月
の
行
政・人
権
相
談
日

●
７
日（
水
）　
役
場（
人
権・行

政
相
談
）

●
23
日（
金
）　
高
城
公
民
館
と

清
川
公
民
館（
行
政
相
談
）

※

時
間
は
い
ず
れ
も
、午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
ま
で
で
す
。
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10
月
19
日
〜
25
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

〜
困
っ
た
ら
　
一
人
で
悩
ま
ず
　
行
政
相
談
〜



　
町
民
の
皆
さ
ん
が
、安
心
し

て
、よ
り
良
く
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、町
で
は
２
ヶ
月
に
１
回（
偶

数
月
）に
、消
費
生
活
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員（
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）が
、個
別
に

相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
10
月
16
日（
金
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

●
開
催
場
所
　

　
役
場
１
階
　
会
議
室

●
相
談
内
容

▽
訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ

ブ
ル

▽
商
品
の
苦
情

▽
生
活
の
知
識
　
な
ど

農
業
資
金
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
町
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

は
、農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返

済
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談

な
ど
、農
業
資
金
に
関
す
る
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
資
金
に
関
係
す
る
こ
と
な

ら
、何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。相
談
は
、日
本
政
策
金
融

公
庫
担
当
者
と
の
個
別
相
談
方

式
で
行
い
ま
す
の
で
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。安
心
し
て

ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

　
10
月
28
日（
水
）

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
の

間
で
順
次

●
相
談
場
所
　

　
役
場
１
階
　
会
議
室

●
申
し
込
み
先
　

　
産
業
課

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
締
切
　

　
10
月
26
日（
月
）

※

消
費
生
活
相
談
会
・
農
業
資

金
相
談
会
の
く
わ
し
く
は
、産
業

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
の
リ
サ
イ
ク
ル

３
Ｒ
と
は

●
Ｒｅ
ｄｕｃｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　
ご
み
の
発
生
を
お
さ
え
る

●
Ｒｅｕｓｅ（
リ
ユ
ー
ス
）

　
製
品・部
品
の
再
使
用
を
す
る

●
Ｒｅｃ
ｙ
ｃ
ｌｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　
再
資
源
化
し
て
利
用
す
る 

　
資
源
の
消
費
を
減
ら
す
こ
と

か
ら
始
め
て
、次
に
使
え
る
も
の

は
何
回
も
繰
り
返
し
使
う
。そ

し
て
使
え
な
く
な
っ
た
ら
原
材
料

と
し
て
再
生
利
用
す
る
し
く
み

（
循
環
型
）を
つ
く
り
、ご
み
の
出

な
い
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

●
基
本
は
分
別
す
る
こ
と
！

　
分
別
し
て
出
し
た
ご
み
は
多

く
の
物
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
再

利
用
さ
れ
た
り
、再
資
源
化
さ
れ

て
い
ま
す
。例
え
ば
ビ
ー
ル
の
ビ
ン

は
、ほ
ぼ
１
０
０
％
再
使
用
さ
れ

て
い
て
、日
本
の
社
会
の
中
で
そ

の
シ
ス
テ
ム
は
確
立
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
他
、古
紙
、ガ
ラ
ス
ビ
ン・

ス
チ
ー
ル
缶・ア
ル
ミ
缶・ペッ
ト
ボ

ト
ル
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル・自
動
車・

自
転
車・家
電
製
品・プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
多
く
の
物
が
、ト
イ
レッ

ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、定
規
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、断
熱
材
、ビ
ン
、鉄
骨

な
ど
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
品
購
入
時
に
は

○
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
す
る
。

○
古
紙
利
用
製
品
な
ど
再
生
品

の
購
入
を
心
が
け
る
。

○
長
く
愛
用
で
き
る
も
の
を
買

う
。

○
必
要
な
物
を
、必
要
な
個
数

だ
け
買
う
。

○
簡
易
包
装
や
詰
替
製
品
の
あ

る
も
の
を
買
う
。

○
年
に
１・２
度
し
か
使
用
し
な

い
も
の
は
、レ
ン
タ
ル
利
用
も
検
討

す
る
。

一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
て
！

分
別
で
燃
え
る
ご
み
を
減
量
し

ま
し
ょ
う

○
生
活
の
中
で
色
々
な
ご
み
が
出

ま
す
が
、分
別
で
燃
え
る
ご
み
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

○
分
別
で
、再
利
用
で
き
る
資
源

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
は
必
ず
、町
指
定
袋
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。

○
収
集
日
を
間
違
え
な
い
よ
う

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
の
不
法
投
棄
は
、法
律

で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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消
費
生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

月
は
３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）推
進
月
間

10
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子育て支援セミナーＩＮ田辺子育て支援セミナーＩＮ田辺
●日　　時

●場　　所

●内　　容

●申込締切

●問合せ先

１１月１６日（月）～２０日（金）
午前１０時～午後４時
田辺市民総合センター４階
交流ホール
身近な物を使って遊ぶアイデア、子
どもの食、安全・安心なサポート活動
について、ワークショップ形式の講座
（１講座からでも受講できます。）
セミナー受講申込みは１１月６日（金）
まで、託児申込みは１１月２日（月）ま
で。（※託児定員は３名で、全講座
受講者を優先します。）
田辺市ファミリー・サポート・センター
きっずぱーく　℡２６―５４８６

　種目や参加申し込み方法などは、この広報紙と一
緒にお届けした要項をご覧ください。
　くわしくは、教育学習課（℡７４－３１３４）へお問い合
わせください。

～日頃の練習の成果や力作を披露～

お誘い合わせのうえ
お越しください！
お誘い合わせのうえ
お越しください！

大展覧会
10月24日（土）～25日（日）
生涯学習センター＆南部公民館

●と　き
●場　所

11月15日（日）・22日（日）
町内各会場

●と　き
●場　所

芸能まつり
11月3日（火・祝）
ふれ愛センター

お問い合わせは、中央公民館（℡74-3334）へ

●と　き
●場　所

高城文化展・菊花展
11月3日（火・祝）～4日（水）
高城公民館

●と　き
●場　所

清川文化展
11月3日（火・祝）～4日（水）［予定］
清川公民館

●と　き
●場　所

第10回 みなべ町スポーツ大会

平成28年度　和歌山県農業大学校学生募集
和歌山県農業大学校（専修学校）が、来年度の学生を次のとおり募集します。

■募集人員　40名

くわしくは、和歌山県農業大学校総務部までお問い合わせください。
〒649-7112　伊都郡かつらぎ町中飯降422   TEL 0736－22－2203　FAX 0736－22－7402　

推 薦 入 試

一 般 入 試

追 加 入 試

県内に住所を有し、平成28年３月
までに高等学校等を卒業見込み
の者

原則として県内に住所を有し、高
等学校卒業または平成28年３月
までに卒業見込みの者

一般入試と同じ

平成27年10月19日(月)～11月４日
（水） 必着

平成27年11月24日(火)～12月７日
（月） 必着

平成28年２月29日（月）～３月14日（月）

平成27年11月9日（月）
午前10時から

平成27年12月14日（月）
午前10時から

平成28年3月18日（金）午前10時から

受 験 資 格 願 書 受 付 試 験 日

一般入試で定員を満たした場合は実施しません。



●
講
習
期
間
　
11
月
４
日

（
水
）〜
11
月
６
日（
金
）

●
講
習
時
間
　
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分（
基
本

的
）

●
定
員
　
10
名（
定
員
超
過

の
場
合
は
選
考
）

●
受
講
対
象
　
60
歳
以
上
で

派
遣
就
業
を
希
望
す
る
和
歌

山
県
在
住
の
方

※

趣
味・教
養
の
た
め
の
受
講

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会

が
条
件
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
受
付

　
10
月
21
日（
水
）ま
で

●
受
講
料
　
無
　
料

●
会
場
　
は
あ
と
館（
芝
４
４

７
番
地
２
）

●
申
込
み・問
い
合
せ
先
　
公

益
社
団
法
人
み
な
べ
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
℡
72
│

１
３
８
９
）

「
オ
フ
ィ
ス
店
舗
ク
リ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
」

受
講
者
募
集

み
な
べ
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
総
合
戦
略
」（
骨
子
案
）の
概
要

み
な
べ
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
総
合
戦
略
」（
骨
子
案
）の
概
要
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《
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
》

　
町
で
は
、人
口
減
少・地
方
創

生
問
題
を
喫
緊
の
課
題
と
し
、

「
み
な
べ
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」及
び

「
み
な
べ
町
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
て
い

ま
す
。策
定
に
当
た
り
、無
作
為

抽
出
し
た
町
民
の
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
お
願
い
し
意
見
等
を

お
伺
い
す
る
と
と
も
に
、専
門
的

な
見
地
か
ら
の
助
言・提
言
を
反

映
し
、客
観
的
な
効
果
検
証
を

お
こ
な
う
た
め
、産
業・金
融・労

働・行
政・議
会・教
育・マ
ス
コ
ミ・

住
民
代
表
の
方
を
委
員
に
お
願

い
し
、「
み
な
べ
町
地
方
創
生
総

合
戦
略
外
部
検
討
委
員
会
」を

設
置
し
、ま
ち・ひ
と・し
ご
と
の

創
生
に
向
け
た
目
標
や
施
策
の

基
本
方
向
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
み
な
べ
町
の
総
人
口
は
、減
少

が
続
き
２
０
１
０
年
で
１
３
４
７

０
人
と
な
り
、こ
の
ま
ま
何
も
講

じ
な
け
れ
ば
25
年
後
に
は
約
９

４
１
１
人（
30・１
％
減
）に
な
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す（
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
推
計
）。

著
し
い
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、「
海・山・川
の
恵
み
の
中
で

人
が
輝
く
快
適
な
ま
ち
　
み
な

べ
町
」の
未
来
に
向
け
て
策
定
す

る
、み
な
べ
町
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
総
合
戦

略
」の
骨
子
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
●
と
も
に
働
く
人
々
の
グ
ル
ー

プ
を
整
備
す
る

　
生
産
年
齢
人
口
の
層
と
幅
を

増
や
す
た
め
に
、元
気
な
高
齢
者

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、本
町
の

持
つ
魅
力
に
磨
き
を
か
け
る
と
と

も
に
、新
し
い
仕
事
を
想
像
し
、

次
の
世
代
へ
続
け
て
い
く
。

●
人
口
減
少
に
対
応
し
た
若
い

世
代
の
仕
事
・
雇
用
、子
育
て
、

教
育
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の

整
備

　
人
口
減
少
を
克
服
し
、将
来
に

わ
た
り
安
定
し
た
人
口
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、切
れ
目
の
な
い
支

援
に
よ
り
、住
民
が
安
心
し
て
働

き
、若
者
が
希
望
ど
お
り
結
婚

し
、妊
娠
、出
産
、子
育
て
が
で
き

る
社
会
環
境
を
実
現
す
る
。

●
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り

　
人
口
減
少・少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
る
な
か
、活
力
あ
る
ま
ち
で

あ
り
続
け
る
た
め
、地
域
が
直
面

す
る
課
題
を
解
決
し
、住
民
が
将

来
に
わ
た
っ
て
安
全・安
心
で
、健

康
的
に
暮
ら
し
や
す
い
町
を
実

現
す
る
。

【
基
本
目
標
１
】　
地
方
に
お
け

る
安
定
し
た
雇
用
を
創
生
す
る

〜
地
域
産
業
の
向
上
に
よ
る
活

発
で
活
力
あ
る
み
な
べ
つ
く
り
〜

　
南
高
梅
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し

な
が
ら
、農
業・商
業・漁
業
の
各

振
興
の
環
境
整
備
を
行
う
。六

次
産
業
な
ど
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
や
雇
用
の
創
造
を
促
進
し
、

経
済
の
新
陳
代
謝
を
図
る
。町

内
外
に
在
住
す
る
就
農
希
望
者

へ
支
援
を
実
施
し
、南
高
梅
を

ベ
ー
ス
に
新
た
な
創
業
支
援
事
業

を
行
い
、町
内
へ
の
移
住・定
住
を

図
る
。

【
基
本
目
標
２
】　
地
方
へ
の
新
し

い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

〜
自
然
環
境
と
資
源
を
活
用
し
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
み
な
べ
つ
く
り
〜

　
み
な
べ
町
へ
の
観
光
交
流
・
移

住
定
住
支
援
体
制
の
構
築
。

　
み
な
べ
町
の
自
然
環
境
や
南
高

梅
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
な
が

ら
、観
光
客
に
よ
る
交
流
人
口
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、移
住
者
へ

の
住
宅
取
得
支
援
及
び
空
き
家

対
策
の
た
め
、移
住
定
住
支
援
制

度
を
創
設
し
、空
き
家
バ
ン
ク
を

設
置
す
る
。

【
基
本
目
標
３
】　
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る

〜
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
み

な
べ
つ
く
り
〜

　
結
婚
、妊
娠
、出
産
、子
育
て
の

切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う
た
め
の

仕
組
み
の
構
築
。結
婚
に
向
け
て

の
魅
力
あ
る
婚
活
支
援
や
安
心

し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
つ
く

り
を
行
い
、次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
教
育
、育
成
支
援
を
強

化
す
る
。

【
基
本
目
標
４
】　
時
代
に
あ
っ

た
地
域
を
つ
く
り
、安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、地
域

と
地
域
を
連
携
す
る

〜
確
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る

安
心・安
全
な
み
な
べ
つ
く
り
〜

　
み
な
べ
町
内
の
地
区
地
域
人

事
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に

み
な
べ
町
外
の
近
隣
市
町
村
及
び

県
内
の
大
学
と
連
携
を
図
り
、町

民
に
最
適
な
環
境
を
提
供
す

る
。

（※

上
記
は
、９
月
２
日
の
検
討

委
員
会
で
示
さ
れ
た
骨
子
案
で

す
が
、今
後
変
更
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。）

《
総
合
戦
略（
２
０
１
５
年
か
ら

 

２
０
１
９
年
の
５
か
年
）》

広報みなべ　2015.10

13

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
住民福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
　学校教育
　Ｆ　Ａ　Ｘ
　社会教育・国体
中央公民館
共通ＦＡＸ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７

７４－２１９１
７４－３621
７４－３134
７４－３３３４
７４－2418

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

「ダメ！ゼッタイ！」キャンペーン
10月～11月は「麻薬・覚醒剤乱用防止運動」の実施期間です

臓器移植普及推進月間
～いのちへの優しさと思いやり～

10月１日（木）～10月31日（土）

開催日　10月11日（日）

　麻薬、覚醒剤、大麻、シンナー、危険ドラッグなどの薬物乱用は、乱用者個人
の健康上の問題にとどまらず、各種犯罪の誘因となり、計り知れない危害をもた
らすものとなります。
　薬物の恐ろしさを知り、薬物乱用を許さない社会環境づくりを行いましょう。

　臓器移植は、臓器の機能が著しく低下し、移植によってのみ、その回復が見
込まれる人に対しておこなう医療で、臓器提供者はもとより、広く社会の理解と
支援があって成り立つ医療です。依然として多くの方々が移植を受けられる日
を心待ちしています。そのため、臓器移植について、理解を深めていただくとと
もに、できるだけ多くの方々に臓器提供に関する意思表示を行っていただくよう
呼びかけています。

～はじめよう 乳がん健診。のりこえよう、乳がん。
いっしょに、笑顔で、今から、これから。～

ピンクリボン紀南２０１５

「熊野本宮大社ピンクライトアップ」

〈イベント内容〉

午前９時～午後２時　
熊野古道（発心門王子～熊野本宮大社まで）を歩きます。

熊野リ・ボーンウォーキング

●参加費 １０００円（お弁当代）＊別途バス代450円必要
●定　員 ２０名（先着順）
＊事前申し込みが必要です（10月7日まで）

午後３時半～午後６時 乳がん講演会＆コンサートイベント
●場　所　熊野本宮館多目的ホール（入場無料）
●定　員　２００名

午後６時～午後９時 熊野本宮大社 大鳥居 ピンクライトアップ
●場　所　旧社地大斎原
※イベント詳細については「ピンクリボン紀南」のホームページをご覧いただくか、
　ふれ愛センター保健師（℡７４－３３３７）にお問い合わせください。

　ピンクリボン運動は乳がん早期発見の大切さを広めるための
イベントです。女性の14人に１人が乳がんになるといわれる現代
社会。乳がんで亡くなる人は増加傾向にあります。しかし乳がん
は早期発見で約90％以上が治るといわれており、乳がん検診や
自己検診が大切です。



胸部（結核・肺がん）検診

医療機関での子宮・乳がん検診は
10月１日から平成28年3月31日まで

レントゲンバス巡回（受診無料）

10月27日（火）
9：00～10：30 晩稲会場前
11：30～13：30 井口食品㈱様前
14：45～16：45 ふれ愛センター
田辺赤十字血液センターからお願い
献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人であるこ
とを証明できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

◆対　象　40歳以上の方
◆巡回日　10月22日（木）・23日（金）
　古くて新しい病気「結核」は、咳やくしゃみによって
結核菌が人から人に空気感染する病気です。もし、あ
なたが罹患しているのに知らないままでいると、周りの
人たちにも伝染してしまう恐れがあります。早期発見が
大変重要です。また、新たな患者の半数近くは、若い
ころ結核流行時を経験した65歳以上の高齢者です。
この機会にぜひ受診してください。
 胸部検診は、40歳以上から受診できます。レントゲン
バスの巡回場所や時間などは、この広報紙と一緒に
お届けしたチラシをご覧ください。なお、今年度すでに
医療機関やミニドックで胸部レントゲンを受診した方
は、今回の受診は必要ありません。

　10月から西牟婁郡・田辺市・日高郡内の医療機関で、
子宮・乳がん検診が受診できます（自己負担が必要）。
　対象は子宮頸がん検診は20歳以上、乳がん検診は
36歳以上で、今年度偶数歳の方です。（※今年度奇数
歳の方でも昨年度に受診されなかった方は、今年度に
受診できます。）
　くわしくは、ふれ愛センターへお問い合わせください。

がん検診！めざせ受診率50％超
「がん健診　愛する家族への　贈り物」
 毎年10月は「がん検診受診率50％達成に向けた集
中キャンペーン月間」です。
 がんはわが国の死因の第１位で、平成24年には年間
約36万人が亡くなっています。
 がんによる死亡者を減少させるためには、早期発見・
早期治療が重要です。ぜひ、毎年検診を受けて、健康
チェックをしましょう。

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

南部保育所 （℡72-4520）  6日 （火） 10：00～11：00
高城保育所 （℡75-2044）  6日 （火） 10：00～11：00
上南部保育所 （℡74-3022） 20日 （火） 10：00～11：00

トレーニング教室
10月9日（金）・16日（金）・23日（金）・30日（金）
18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽し
い体操です。）　
参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。
　※10月２日（金）はお休みです。

場所：はあと館（社会福祉センター）

外で自由遊び

上南部保育所 （℡74-3022）  8日 （木） 10：00～11：00
高城保育所 （℡75-2044） 23日 （金） 10：00～11：00
清川保育所 （℡76-2251） 23日 （金） 10：00～11：00

お祭りごっこ（おみこし・獅子舞など）

愛之園保育園（℡72-2371）　14日（水）10：00～10：50
プチ運動会　※雨天中止・申込必要

愛之園保育園（℡72-2371）　22日（木）9：45～10：50
お散歩に行こう　※雨天中止・申込必要

４・10か月児健診
対象　平成27年6月生・平成26年12月生まれ　

10月16日（金）12：45～13：15

３歳６か月児健診
対象　平成24年2月・3月・4月生まれ　

10月28日（水）12：45～13：15

健診名（対象乳幼児） 実　施　日 受付時間

１歳６か月児健診
対象　平成26年3月・4月生まれ

10月21日（水）12：45～13：15

にご協力をお願いします
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（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

認知症家族の交流会のご案内

自分を見つめ悩まない認知症介護

10月は「目の愛護月間」
10月10日は「目の愛護デー」です

楽しいストレッチ教室

健康推進員（ボランティア）を募集

　町民の健康の向上を図り、健康に関して深い知
識を習得していただくとともに、ミニドック健診（がん検
診等）の受診の呼びかけや、健康づくり推進事業の
お手伝いをしていただく健康推進員を募集します。
●募集人員　数名程度
●対 象 者 　健康に興味がある方
　　　　　　健康推進員として活動できる方
●申込締切　１０月26日（月）まで
●申し込み及び問い合わせ先
　ふれ愛センター（町保健福祉センター）へ
　☎７４－３３３７
●その他
○健康推進員をお願いする方には、田辺保健所が
主催する「健康推進員養成講習会を受講していた
だきます（※受講時間は延１０時間程度で、平成２７
年１１月中に実施予定です）。
○申込時に氏名、連絡先等を担当者にお伝えくだ
さい（※個人情報は適正に取扱います）。
○詳細についてはふれ愛センター保健師にお問い
合わせ下さい。

健康推進員となって、地域の健康づくりを
推進してください！

～わたしだけ？こんな想い！～

　認知症（物忘れ）高齢者の介護の心配事を誰か
に相談してみたい。話をきいてもらいたい。そのような
思いがある方のために…。認知症の方の介護をされ
ているご家族同士で、日頃の負担やため込んでいる
思いを本音で語り合い、これからの介護のヒントにし
てみませんか。
　みなべメンタルクリニック　角前院長から、認知症
の方の関わり方などのアドバイスが伺えます。お気軽
にご参加ください。

（※参加費無料）

●日　時

●場　所
●対象者

１０月２６日（月）
午後１時30分～３時頃まで
ふれ愛センター（東本庄100番地）
認知症の方の介護をされているご家族
家族が認知症ではないかと不安に思われる方
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日 時
場 所

10月15日（木）13：30～15：00
Ａコープみなべ

　管理栄養士・保健師による、メタボリックシンド
ローム予防や生活習慣病についての相談を行いま
す。血圧測定やメタボリ先生（肥満度判定付血管
年齢測定システム）の測定も行いますので、お気軽
にお立ち寄りください。

「年に一度は目の健診を！症状が出にくい病気をチェックし
てもらおう！　～目の健診はお近くの眼科専門医で～」
運動の重点目標
(1) 視覚障害の予防及び視力の保持
(2) 感染性眼疾患の予防・早期治療
(3) 生活習慣病による眼疾患の早期発見、
　早期治療
(4) 角膜移植に関する正しい知識の普及

持ってくる物　タオル、運動靴（上履き）、
　　　　　　飲み物
※運動しやすい服装でお越しください。
申し込みは不要で、どなたでも参加でき
ます。10月14日のみ、メタボリ先生（肥満
度判定付血管年齢測定システム）の測
定ができます。

開催日
時 間

場 所

10月７日～12月９日（毎週水曜日）
19：00～19：30　受付
19：30～21：00　ストレッチ教室
ふれ愛センター

：
：

秋の脱メタボ健康相談
日 時
場 所
対 象
内 容

申込先

10月30日（金）13：30～15：00
ふれ愛センター
妊婦または小さなお子さんの保護者
赤ちゃんの食事をママも食べてみよう
（離乳食の試食をします）
こひつじランド（℡72－5711）
※申込みが必要です

：
：
：
：

：

マタニティー＆ベビーサロン



毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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8 10
■上南部保、お祭りごっこ・おひさ
ま広場（保育所開放・10：00～）
■高城小4年、消防署見学
■南部小5年、読み聞かせ
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（15：30～17：30）

■清川保、親子遠足
■上南部小4年、柿料理
■岩代小、新入学児童就学時健診

■高城保、運動会
■愛之園保、ファミリー運動会
■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

■南部幼・白梅幼、運動会
■高城中、体育祭
■第26回梅の里社会人野球大会
（清川球場他）

119 須賀神社秋祭り 目の愛護デー 東西岩代八幡神社秋祭り
安全・安心なまちづくりの日

15 17
■ひかり保、遠足
■愛之園保すみれ組、虹訪問
■南部幼、昼食会
■岩代小、開校記念行事
■南部小6年、読み聞かせ
■高城中1年、福祉体験学習
■秋の脱メタボ健康相談（13：30
～・Ａコープみなべ）
■南部長寿大学（14：00～・南部
公民館）

■高城保、園外保育
■清川保、クッキング
■南部中3年、思春期体験学習
■4・10か月児健診（12：45～・ふ
れ愛センター）
■消費生活相談会（13：00～・役場）

■上南部保、運動会
■白梅幼、園開放日 ■第26回梅の里社会人野球大会

（清川球場）

1816 鹿島神社秋祭り
統計の日

22 24
■上南部保、園外保育
■高城保・清川保・上南部保、避難
訓練
■愛之園保、おひさま広場（保育所
開放）・どんぐりひろい（9：45～）
■清川小6年・南部小3年、社会見学
■南部小2年、読み聞かせ
■胸部検診レントゲンバス巡回
（～23日）
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■高城保・清川保、お祭りごっこ・
おひさま広場（保育所開放・10：
00～）
■南部幼、電車体験
■岩代小5年、キッズサポートス
クール
■上南部小1・2年、社会見学
■行政相談、（13：30～・高城公民
館、清川公民館）

■南部保、運動会
■みなべ町大展覧会（～25日・南
部公民館他）

■南部中、体育祭
■第26回梅の里社会人野球大会
（清川球場）

2523 高城天宝神社秋祭り

29 31
■高城小、通学合宿（～31日）
■上南部小6年、社会見学
■南部小4年、読み聞かせ

■ひかり保、避難訓練
■南部保、避難訓練・消防車両見学
■上南部保、親子遠足
■岩代小、ハロウィン集会
■南部小2年、社会見学
■マタニティ＆ベビーサロン
（13：30～・ふれ愛センター）

■愛之園保、おじいちゃん・おばあ
ちゃんとのお餅つき大会
■南部幼、ふれあいの日
■白梅幼、園開放日

■上南部中、文化祭

11/130 清川天宝神社秋祭り

3
■岩代小、国体・野球競技見学 
■第70回国民体育大会［紀の国わ
かやま国体］　軟式野球競技（千里
ケ丘球場）

■第70回国民体育大会［紀の国わ
かやま国体］　山岳競技（～5日・南
部小学校・南部高等学校）

42
■愛之園保・南部幼、避難訓練
■南部小3年、読み聞かせ

1法の日  福祉用具の日
浄化槽の日  土地の日

都市景観の日

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●７日（水）13：30～15：30
◇役場で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談委員）
●23日（金）13：30～15：30
◇高城公民館・清川公民館で
◆行政相談

●連絡は教育学習課
（℡74-2191）へ

●10日（土）（9：30～16：00）年
金相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

●22日（木）13：00～15：00　
南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇片町　はあと館で

●16日（金）13：00～16：00
◇役場で
◆消費生活相談（県消費生活セン
ター相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
しいことは、住民福祉課
（℡72-2161）へ。

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

●IP電話・PHSからは
　　　　　℡03-6700-1165へ
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

5 6 7
■南部保・高城保、おひさま広場（保
育所開放）・自由遊び（10：00～）
■清川小、不審者対応訓練

■南部保、クッキング・絵本の読み
聞かせ
■上南部小、避難訓練
■人権・行政相談（13：30～・役場）

■南部幼、国体ボルダリング見学
■高城小4・5年、稲刈り
■南部中、国体・山岳競技見学

国際協力の日

12 13 14
■愛之園保、避難訓練
■上南部中3年、ときわ寮梅の里慰問
■町内各保育所（園）・南部幼稚園、来
年度入所（園）希望児募集（～30日）

■高城保、絵本の時間
■愛之園保、おひさま広場（保育所
開放）・プチ運動会（10：00～）
■南部保・南部幼・南部小1年、保幼
小連携
■岩代小、社会見学
■清川小、新入学児童就学時健診
■「社会保障・税番号制度
（マイナンバー）」説明会
（14：00～・役場3階大会議室）

体育の日 国際防災の日

19 20 21
■愛之園保、お掃除大作戦eco孫爺
■上南部保、おひさま広場（保育所
開放）・自由遊び（10：00～）
■清川小1～3年、緑育活動
■南部小4年、社会見学
■上南部小、新入学児童就学時健
診

■白梅幼、避難訓練・消防車両見学
■清川小4・5年、上南部小3・5年、
南部小1年、社会見学
■高城中、授業参観
■1歳6か月児健診（12：45～・ふ
れ愛センター）
■南部長寿大学、フィールドワー
ク（和歌山市）

■南部幼、秋の遠足

食育の日

26 27 28
■愛之園保、根来先生とわらべう
たで遊ぼう
■岩代小5年・高城小4年、かきの
学習
■高城小、薬草仕分け作業
■清川小4年、緑育活動
■南部小、新入学児童就学時健診
■献血（9：00～10：30晩稲会場
前/11：30～13：30井口食品㈱
様前/14：45～16：45ふれ愛セ
ンター）

■上南部小4年、社会見学
■高城小、新入学児童就学時健診
■高城中、遠足
■南部中、不審者対応訓練
■3歳6か月児健診（12：45～・ふ
れ愛センター）

■こひつじランド育児講座　秋の
ピクニック（小目津公園）

原子力の日

◆体力つくり強調月間◆臓器移植普及
推進月間◆骨髄バンク推進月間◆健康
強調月間◆木づかい推進月間◆里親を
求める運動◆３Ｒ推進月間◆情報化月
間◆土地月間◆麻薬・覚せい剤乱用防

止運動◆全国漁船安全操業推進月間
◆法の日週間・公証週間・全国労働衛生
週間（1～7日）◆古紙リサイクル週間（4
～10日）◆全国地域安全運動（11～20
日）◆薬と健康の週間（17～23日）

◆行政相談週間（19～25日）◆精神保
健福祉普及運動（26～11月1日）◆間伐
推進強化期間（～11月30日）◆統計調
査票提出促進月間（～12月26日）
◆共同募金運動（～３月31日）
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公共下水

（件）

1,452／約2,100　（69.1％）（前月比＋3）
農業集落排水

町の下水道整備（つなぎ込み）状況町の下水道整備（つなぎ込み）状況

（8月31日現在）

男
女
人口
世帯数

8月末現在
６，４１８人
７，０９１人
１３，５０９人
４，８２０世帯

（前月比）
（－８人）
（－３人）
（－１１人）
（＋3世帯）

8月中の異動
出生 　 5人
死亡   15人
転入　25人
転出　26人

高齢化（65歳以上）
割合  29.6％

人のうごき西岩代 115／129 （89.1％） （前月比±0）
東岩代 149／181 （82.3％） （前月比±0）
受　領    35／37 （94.6％） （前月比±0）
共和東 220／260 （84.6％） （前月比±0）
本　郷 119／129 （92.2％） （前月比＋2）
共和西    52／77 （67.5％） （前月比±0）
西本庄 224／264 （84.8％） （前月比±0）
晩稲熊岡 228／364 （62.6％） （前月比＋1）

みなべ町のホームページ
http://www.town.minabe.lg.jp

広報みなべは再生紙を
使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆QRコード
http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

岩代小学校のこどもたち

岩代小学校が最優秀賞を受賞
「第33回 和歌山県小学校人権の花運動」写真コンテスト

　「第３３回和歌山県人権の花運動」写真コンテストがおこなわれ、県内１１７校の応募の中、８校が最優秀賞に選ばれ、
町内では岩代小学校が受賞しました。また、清川小学校、高城小学校も奨励賞を受賞しました。
　人権の花運動は、児童が協力しながら花を育てることにより、協力や感謝の心を学ぶとともに、情操を豊かにし、やさ
しい思いやりの心を体得させ、人権思想をはぐくむことを目的としたものです。


